
 

 

 

 

 1年国際文科 78名は恒例の英語キャンプ（クバサキハイスクール訪問）に行ってきました。9時過ぎにクバサキハイスクールに

着くと host studentｓ達が向陽生を待っていてくれました。その後すぐ皆ばらばらに host students達と授業を受けました。カフェテ

リアではランチの注文の仕方を host studentsに教えてもらい,緊張しながらランチを注文していました。午後の授業を受けて 1時

過ぎには全日程終了。最後に別れを惜しみながら皆で記念撮影をして帰路に着きました。半日の訪問でしたが、勉強になったこ

と、英語が通じた嬉しさ、あるいは逆に言いたいことが英語で言えなくて悔しく思ったことなど様々な発見があった 1日だったと思い

ます。クバサキハイスクールの皆さんは１月２６日に来校予定です。それまで英語を一生懸命勉強して、その時は英語でどんどん

話せるようになっていることを願っています。 
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  こんにちはドイツ留学中の星乃です。キリスト教信者が多いドイツは街がすっかりクリスマス模様になりました。時が経つのが早いよう

に自分の成長ペースも早くなってくれないかと思う今日この頃です。 さっそくドイツ留学の様子をレポートさせて下さい。 

   先月は日本ではお目にかからない珍しい食べ物をいただきました。それは以前私はペットとして飼ったことさえあるかわいい動物、ウ

サギです。味は普段食べ慣れてる豚 や牛、鳥肉に比べたら美味しくありません。11 月のうちで 3 度うさぎを食べ、3 度とも体にブツブツが

出来、痒くなりました。初めての味に体が少し驚いたのかもしれません。 

  珍食といえば、ドイツ人の友達に日本や中国ではイヌ・ネコ食べるって聞いたけどホント？と質問されました。今では食材が豊かになっ

て犬猫は食べることがなくなりましたが日本（沖縄？）でも昔猫を食べていたことがあると聞いています。正直、「うさぎ食べてるくせに〜」と

思いました。でも、よく考えてみれば文化や地理的条件が変われば食する物も変わって当然のことです。みんな命をいただいて生きてい

るんだから、どの生き物を食べていたって気にすることじゃないと思います。 ただ、食べ物に感謝をしていただく日本人らしい｢いただきま

す｣の心は忘れたくないです。 

  ドイツ人は平静を好み、雑音を嫌います。Ruhezeit といって静かにしなければならない時間帯が設けられているほどです。それは風邪

で咳き込む人へも同じことで、友達は授業中に咳をしようものなら騒音として皆から白い目を向けられ抗議されていました。 

 まず、風邪人が学校に来ることもあまりマナーとして良くないとされているようです。これは私が喉を痛めて風邪をひいた時の話です。顔

色を見兼ねたホストファミリーが私を病院へ連れて行ってくれました。医師の診断は風邪、でもそこに 3 日間の就学不能証が付いてきまし

た。日本なら、インフルエンザの時にだけもらえるあの優れものです。こっちでは、風邪のまま学校に行ったところで風邪をこじらすだけだ

し、風邪をひいたのは本人のせいではないとされていることなどから、職場や学校で病欠をとるのは日本よりも安易です。丸１日眠って過

ごしてみたいと思っていたところで、予想外の欠席扱いはラッキーだったものの、丸 3 日眠るだけの生活は想像以上に退屈なものでした。(>_<;) 

  また、風邪の時は風呂に入るなと日本では聞きます。ここでは逆に私が風邪になってからホストファミリーは入浴剤を用意し、風呂に入

るよう言われました。真逆の対応だったけど、風邪はしっかり治り今では元気に生活しています。 

  二年生修学旅行いいなぁ〜!!修学旅行の 4日間はホントに一瞬だから思い切り楽しんできてくださ

い！！ 

                          それでは、また来月(^_^)/~  Tschüss euch. Bis nächste mal.  

 

 


